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京都府
京都文化博物館
中京区高倉通三条上ル

222‒0888

京 都 学 ・ 歴 彩 館
左京区下鴨半木町1-29　723‒4831

2F

3F

4F

5F

6F

別館

－　－1

京都画廊連合会ニュース

　1948（昭和25）年に八木一夫、叶哲夫、鈴木治、山田光、松井美介の５人
で結成された走泥社は、その後、1998年に解散するまで50年間にわたり、会
員の入れ替わりを経ながら日本の陶芸界を牽引してきた。走泥社の成り立ち
の背景には京焼の歴史があり、さらには具体美術協会やパンリアル美術協
会、そして墨人会など終戦直後に京阪神でみられた前衛的な表現活動との関
係があった。走泥社は戦後まもなくの日本工芸界に「オブジェ焼」を認知さ
せ、世界に日本の前衛陶芸を認知させる端緒となった。
　本展は走泥社の活動に焦点を当て、その意義や意味を再検証するものだが、

50年という走泥社の活動期間全
体を見渡した時、日本陶芸界に
おけるその重要性は特に前半期
に認められる。というのも、1960年代半ば以降、例え
ば1964年の現代国際陶芸展を皮切りに海外の動向が日
本でも紹介されるようになり、走泥社が時代の中で有
していた「前衛性」は次第に相対化されていったから
だ。そこで本展では、走泥社結成25周年となる1973年
までを主な対象とし、走泥社と同時期に前衛陶芸運動を展開した四耕会など
走泥社以外の作家等も一部交えつつ、前衛陶芸が生まれた時代を振り返る。

　京都を代表する人気作家やテーマをもうけた特集展示を通じて、京都
美術の面白さをたっぷりと体感していただくコレクションルーム。現在
は、型絵染の重要無形文化財保持者であった稲垣稔次郎の特集陳列中。
　型絵染の重要無形文化財保持者であった稲垣稔次郎（1902-1963）は、
伝統的な制作技法を踏襲し、その制約の中で意匠を凝らした作品を次々
と生み出した。吊（図柄同士や型枠と図柄の繋ぎ）を図柄の一部として
巧みに取り込むなど、技術的な完成度の高さはもとより、制作過程で生
じる染料の擦れや滲みなどの偶然性を取り入れたりするなど、作者の遊
び心も感じ取れる。本特集では、同館が寄贈を受けて新しく収蔵した稲
垣の作品を中心に紹介している。作者の卓越した個性的な表現とその遊
び心を手がかりとして、型絵染の奥深さとその魅力の一端を紐解けるので、是非ご高覧いただきたい。

と　き／７月19日（水）～９月24日（日）10：00AM～６：00PM
ところ／京都国立近代美術館（祝日以外の月曜休館）
　　　　京都市左京区岡崎公園内　☎075-771-4111

と　き／６月23日（金）～９月24日（日）10：00AM～６：00PM
ところ／京都市京セラ美術館・コレクションルーム（月曜休館）
　　　　京都市左京区岡崎公園内　☎075-771-4334

走泥社再考
前衛陶芸が生まれた時代

人間国宝 稲垣稔次郎 ―遊び心に触れて―

《二匹の虎》1955年
《平家物語 ひよどり越え》

1959年

八木一夫
《ザムザ氏の散歩》
1954年 京都国立近代美術館蔵

熊倉順吉《風人’67》
1967年 京都国立近代美術館蔵

林康夫《ホットケーキ》
1971年 和歌山県立近代美術館蔵

鈴木治《作品》
1954年 個人蔵

山田光《作品》
1957年 岐阜県美術館蔵

→10/15
→10/1
→9/10

→9/3

→9/3

→9/10

～室町幕府滅亡後450年～　祇園祭　－足利将軍が見た山鉾巡行－ いけばなの世界展
～室町幕府滅亡後450年～ 
足利将軍、戦国を駆ける！ 徳川家康とその時代

発掘された珠玉の名品　少女たち 
－夢と希望・そのはざまで　星野画廊コレクションより

第11回 
ハクビ和紙ちぎり

絵学院 
京都全国展
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会
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会
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会
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音楽
会
音楽
会
音楽
会
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ント

音楽
会
音楽
会
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会

令和５年度京都府ミュージアムフォーラム合同展覧会－府内まるごと博物館大集合！－ 
新時代の京都展－New World－ 

（毎月第２水曜、祝日、（8/9、8/11）休館）
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 日
 会　場 曜
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火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 ㊎ 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木

京都国立近代美術館
左京区岡崎公園内

761-4111

3F

4F

京 都 国 立 博 物 館
東山区東大路七条西　541-1151

京都市 　　　
京セラ美術館
左京区岡崎公園内
771-4334

コレクション 
ル ー ム

本　館

東 山
キューブ

別館 1F

別館 2F

京都府立
文化芸術会館
河原町府立病院前
222-1046

1F

2F

3F

京都府立堂本印象美術館
北区平野上柳町26　463-0007

企 何必館・京都現代美術館
東 山 区 祇 園 町 北 側　525-1311

企
髙　 島　 屋
下京区河原町四条下ル

221-8811

画　廊

アート
サロン

グランド
ホール

企
大　　　 丸
中京区四条高倉
211-8111

画　廊

アート
サロン

ミュー
ジアム

企 中 信 美 術 館
上京区下立売油小路東入　417-2323

企 並河靖之七宝記念館
三条通北裏白川筋東　752-3277

企 泉 屋 博 古 館
左京区鹿ヶ谷宮ノ前町24　771-6411
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企 芦 屋 画 廊 KYOTO
左 京 区 頭 町 357-8　754-8556

貸 企 アートギャラリー博宝堂
左京区岡崎神宮道東側　771-9401

貸 企 アートギャラリー鵬休堂
東山区東山五条上ル西入ル　541-3805

貸 アートスペース柚（ゆう）
東山区二条通東山西入　090-6916-5353

企 Art Space 癒 心 庵
長岡京市今里畔町24-8　951-2788

貸 企 綾小路ギャラリー武
下京区綾小路高倉東入ル　351-4787

貸 芸 艸 堂 画 廊
中京区寺町二条下ル　231-3613

企 絵 草 子
東山区新門前通東山西　551-9137

企　　　　　　：企画および常設を中心に活動する画廊　 貸　　　　　　：貸画廊

→9/24

→10/1

→9/18

→9/10
→9/24
→9/24
→9/3

→9/3

→9/24

→9/3

→9/3

→9/3

→11/23

→9/4

→9/5

→9/5

→9/3

→9/1

開館60周年記念　走泥社再考 前衛陶芸が生まれた時代

歴程美術からパンリアル美術協会へ 
染織の前衛・1960年代の作家 2023年度 第２回コレクション展 戦後 工芸団体－新匠会 

特集展示：関東大震災から100年

特集展示・日中 書の名品

特集展示　茶の湯の道具　茶碗

京都市美術館所蔵品展示　夏期　　　特集「人間国宝　稲垣稔次郎 －遊び心に触れて－」

ルーヴル美術館展 愛を描く

水明書展 
第73回 
一般部・ 
第71回 
青少年部

第74回 
毎日書道展 
関西展

小関鈴子アトリエ
第４回パッチワークキルト作品展

モダンアート京都展 京鹿の子絞 
工芸展 第

40
回
記
念 

産
経
国
際
書

展 

関
西
展第58回関西国展 第34回集団AUF展

ルーヴル美術館展 愛を描く

創立50周年記念  
第47回公募
昭和美術会展

第85回京都写真サロン 鐘 小敏「如是我聞」展（月曜休） 第48回 
京都きりえ展

第17回湖都古都芸術展
第39回日本京都・ 
中国陝西書画合同展
併催 第８回日本・ 
中国学生書法合同展

新槐樹社京都支部展 
（洋画）

第42回蒼林社展
（日本画）

第８回洛楽会絵画展 
（洋画）

36回采グループ展 
（日本画）

企画展 
大好き　印象の動物・鳥・昆虫展

第45回 十果会 以美為用展 
～ガラスへの憧憬～

京の漢字作家 
による

第四回 蒼和会

道本　勝展 ―
新
た
な
表
現
へ
の 

　
　
　
　
　

挑
戦
―

備
前　

陶
五
人
展
Ⅲ

加藤渓山　青瓷展

黒田敬子
ガラス工芸展 黒川正樹　陶展 高橋康治　陶展 多賀井正夫　作陶展

第
１
回　
　
　

 
Ｓ
Ｙ
Ｏ
サ
ロ
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ク
ジ
ャ
ク
展

イバラードの世界 
井上直久版画展

アノラ・スペンス絵画展 
～英国流ユーモアの魅力～

～滲みの旅～
古山拓・村上ゆたか　水彩二人展

櫻井聡 
油彩画展

横
田　

真
希
展

池田誠史・中尾知花子・ 
藤原加奈子　三人展 夏の絵画特集 阿部友子日本画展 

－うるおいに澄むとき－ 夏の終わりの小品展
渡辺 
美香子 
絵画展

京都中央信用金庫所蔵品展　～風水に涼む～ 
（月曜休館）

2023年度　春季特別展（月木休館） 
「並河靖之の世界観 七宝と建物」 夏期休館

泉屋ビエンナーレ　2023　Re-sonation 響きあう声（9/9～10/15） 
只今開催準備中

常設展

100うちわ作品展 
（ ７日・14～16日休廊）

常設展

第28回京都成章高等学校 
写真部学外展 
（月曜休廊）

「川瀬巴水展」
（毎週火・金のみ。 
10～16時　完全予約制）

夏期休廊

木版画常設展（8/11～8/15、8/19、8/20、8/26、8/27休廊）

浮世絵・木版画・新版画の常設展
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〔今月の展覧会より〕

　動物、とり、昆虫などの動く生きものをいかに表現するかは、多
くの画家が取り組んできたテーマの一つである。堂本印象（1891～
1975）も、京都画壇の伝統的な写生の技を引き継ぎながら、花鳥画、
動物画という枠だけではなく、《西遊記》の孫悟空、乳しぼりを題材
にインドへの憧れを作品に込めた《乳の願い》の他、風景画、歴史画、
戦争画、さらには工芸品の中にも、生きものたちを登場させている。
　本展では、印象がどのように動物たちと向き合い、モチーフに取り
入れて表現したかを紹介する。リアルを追求した表現から、ユーモア
あふれる動物、そして、かわいらしい猫まで、多彩な印象芸術をこの
機会に心ゆくまでお楽しみください。

　2019年からスタートした『100うちわ作品展』も今年第５回の開催となりました。うちわの作品は直接描いたり、コラー
ジュしたり、穴開けたりと自由な感じで作品を作っていただいています。身近なうちわなので扇子ほど高価なこともなく、
お気に入りの作家さんの作品に触れて、手元に置いていただく絶好の機会になるのではと思います。一方でまた自分の作
品を京都で発表する絶好の場ととらえて九州・四国・北海道などの各地からご参加の作家様もおられます。是非ご高覧く
ださい。

大好き印象の動物・鳥・昆虫

10 0うちわ作品展

と　き／６月17日（土）～11月23日（木・祝）９：30AM～５：00PM
ところ／堂本印象美術館（月曜休館）
　　　　京都市北区平野上柳町26-34　☎075-463-0007

と　き／８月５日（土）～20日（日）（７日と14～16日は休廊）
ところ／アートギャラリー博宝堂
　　　　左京区岡崎神宮道東側　☎075-771-9401

《蒐猟》1928年 《羽風》1929年

《乳の願い》1924年

《兎春野に遊ぶ》1938年

昨年の主なご出品作家（今年ご参加の作家は搬入日まで募集中でございます。）
赤池惠津子 伊砂正幸　石橋裕康　磯貝理絵　牛田秀美　宇治田純子
梅田武志 梅田裕子　及川美沙　大島尚子　小川裕惠　笠井百合子
Katya 北村香織　衣川雅之　黒田峯夫　Koons Hoglets
小森文雄 杉原淳平　髙岡由美　高橋繁次　高橋まり　高原世津子
竹内信之 田村秋恵　田村恭男　と魚ますみ　中澤牧子
奈加山ヒロコ　ノブコ・ウエダ　野村禮子　畑ゑりこ　春蓮隆平
疋田正樹 日野光江　藤森哲郎　逸見亞古　星野高志郎
松永節子 馬渡久美子　梁川健哲　山口タヨ子　山崎　良
（2023年展にご出品されないこともございますのでご了承ください）
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〔今月の展覧会より〕

　1971年（昭和46）に画商活動を開始。２年後の73年、三条大橋東に星
野画廊を開設しました。画廊の看板企画「忘れられた画家シリーズ」の
第１回展を開催したのが1978年のことでした。その後同シリーズ企画展
は2014年の久保田米僊展で35回の開催となりました。1983年（昭和58）
に画廊を現在地の神宮道に移転しました。現在まで、日本画・洋画の区
別なく様々な展覧会を開催して、日本近代美術史に埋もれた佳品の発掘
顕彰作業を続けてきています。
　50年前に京都洋画の歴史を勉強し出した頃、明治初期の洋画導入期か
らの作家と作品を発掘するのに欠かせないバイブル本として手許に置い
た、黒田重太郎の名著『京都洋画の黎明期』があります。今回は創業50
周年記念企画の第二弾として、当時の画商活動の原点を俯瞰すべく企画
しました。是非ご高覧ください。

創業50周年記念特別展 ― その②
　京 都 洋 画 の 黎 明 期

と　き／８月22日（火）～９月23日（土・祝）10：30AM～６：00PM
ところ／星野画廊（毎月曜と9/3（日）、9/17（日）は休廊）
　　　　京都市東山区神宮道三条上ル　☎075-771-3670

津田青楓《電線のある風景》
1911年　板に油彩

伊藤快彦《維新発端小御所密議図》
1917（大正６）年　油彩

原　撫松《友人の像》
1907（明治40）年 油彩

鹿子木孟郎《婦人像》
明治末期頃　油彩

田村宗立《京都夕照》　明治中期頃　油彩

　人間の根源的な感情である「愛」は、古代以来、西洋美術の根幹をなす
テーマの一つであったといえる。ギリシア・ローマ神話を題材とする神話
画、現実の人間の日常生活を描く風俗画には、特別な誰かに恋焦がれる
神々・人々の情熱や欲望、官能的な悦び、あるいは苦悩や悲しみが、様々
なかたちで描かれている。一 方、宗教画においては、神が人間に注ぐ無
償の愛、そして人間が神に寄せる愛が、聖家族、キリストの磔刑、聖人の
殉教といった主題を介して、信者たちに示されている。
　本展では、西洋社会における様々な愛の概念が絵画芸術にどのように描
出されてきたのか、ルーヴル美術館の膨大なコレクションから精選された
73点の絵画を通して浮き彫りにしている。16世紀から19世紀半ばまで、西
洋各国の主要画家の名画によって愛の表現の諸相をひもとく、かつてない
趣向の展覧会。ぜひご覧ください。

ルーヴル美術館展　愛を描く
と　き／６月27日（火）～９月24日（日）10：00AM～６：00PM
ところ／京都市京セラ美術館（祝日以外の月曜休館）
　　　　京都市左京区岡崎公園内　☎075-771-4334

フランソア・ブーシェ《アモルの標的》1758年

記念図録　B5版 50頁
　　　　　頒価 1,500円

『星野画廊50年史』
（明治・大正・昭和、発掘された
 画家と作品）
―異色画廊の近代美術発掘史―
　特B5判 248頁　
　青幻舎刊　頒価 3,960円
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 ㊎ 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木

企 貸 延寿堂ギャラリーソフォラ
中京区二条寺町東入　211-5552

企 御 池 画 廊
北区小山北上総町20-2　492-3083

企 貸 画 廊 後 素 堂
中京区新町丸太町下ル　231-0938

企 画 廊 た づ
東山区神宮道三条西入ル　771-8225

貸 ぎおんギャラリー八坂
東山区祇園町南側　525-1717

貸 企 喜聞堂アートスペース余花庵
中京区寺町通御池上ル　212-9793

貸 企 ギ ャ ラ リ ー M
中京区蛸薬師高倉西　221-0979

貸 ギャラリー花友じゅらくだい
上京区智恵光院中立売上ル　451-6005

貸 ギャラリー祇園小舎
東山区四条通縄手東入　551-3828

貸 ギャラリー吉象堂
中京区三条柳馬場東　221-3955

貸 企 ギャラリーCreate洛
中京区丸太町通堺町角　708-7898

貸 企 ギャラリー恵風
左京区丸太町東大路東入 771‒1011

1F

2F

貸 企 ギャラリー胡々湾
東山区神宮道三条上ル　090-8367-1460

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 ㊎ 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木

貸 ギ ャ ラ リ ー 佐 野
中京区寺町蛸薬師西北角　221-2767

企 ギャラリー三条祇園
中京区寺町通御池上ル　221-6401

企 ギ ャ ラ リ ー 白 川
東山安井東一筋目南　532-2616

貸 ギ ャ ラ リ ー 翔
左京区北山通下鴨中通東　724-8154

貸 企 ギ ャ ラ リ ー 16
東山区三条通白川橋西入上ル　751-9238

貸 ギャラリー Space 妙
左京区松ヶ崎堀町1-1　090-6605-0656

企 ギ ャ ラ リ ー 創
中京区河原町御池上ル　251-0522

企 貸 ギャラリー TAJIRO
東山区縄手通新橋下ル　0774-27-1733

企 ギャラリー鉄齋堂
東山区新門前東山西　531-6164

貸 ギャラリー富小路
下京区富小路綾小路下ル　090-7095-0576

企 ギャラリーなかむら
中京区姉小路河原町東　231-6632

【他所で見たい展覧会】
「民藝 MINGEI－美は暮らしの中にある」展：７月８日（土）～９月18日（祝）　大阪中之島美術館（大阪市北区中之島4-3-1　☎06-431-7285）
「ホーム・スイート・ホーム」展：６月24日（土）～９月10日（日）　国立国際美術館（大阪市北区中之島4-2-55　☎06-6447-4680）
「超絶技巧、未来へ！明治工芸とそのDNA」展：７月１日（土）～９月３日（日）　あべのハルカス美術館（大阪市阿倍野区天王寺駅すぐ　☎06-4399-9050）
「イタリア・ボローニャ国際絵本原画展：８月19日（火）～10月９日（月・祝）　西宮市大谷記念美術館（兵庫県西宮市中浜町4-38　☎0771-68-0081）
「横尾忠則・原郷里の森」展：５月27日（土）～８月27日（日）　横尾忠則現代美術館（神戸市灘区原田通3-8-30　☎078-855-5607）
「今村光彦 里山の匂いのするところ」展：７月８日（土）～９月18日（月・祝）　滋賀県立美術館（大津市瀬田南大萱町1740-1　☎077-543-2111）
「琳派展23、琳派の扇絵と涼の美」展：６月10日（土）～８月20日（日）　細見美術館（京都市左京区岡崎最勝寺町6-3　☎075-752-5555）
「竹久夢二のすべて、画家は詩人でデザイナー」展：７月14日（金）～10月９日（月）　福田美術館（京都市右京区嵯峨天龍寺芒ノ馬場町3-16　☎075-863-0606）
「安野光雅展」：９月16日（土）～11月12日（日）　あべのハルカス美術館（大阪市阿倍野区天王寺駅すぐ　☎06-4399-9050）
「Perfume COSTUME Museum」展：９月９日（土）～11月26日（日）　兵庫県立美術館（神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1　☎078-262-1011）

→9/12

→9/3

→9/3

→9/10

→9/10

→9/2

小
倉
智
恵
美 

展
（
竹
工
）

展示替え
休業

吉村桂子展（ガラス） 
（木曜休廊）

展示替え
休業

中川夕花里展（磁器） 
（木曜休廊）

洋画・日本画常設展 
（土日祝休廊） 夏期休廊 洋画・日本画常設展 

（土日祝休廊）

貸画廊受付中

日本画常設展 
（日祝休廊） 夏期休廊（予定） 日本画常設展 

（日祝休廊）
円結び 
カード 
原画展
岡本博美

リース着物 
着物リメイク展 
マイkimono 永井舞

着物展示販売（月曜休廊）
京のきもの嵯我宗・住田宗明

九十九伸一
「ゴーシュ」絵本原画展

喜聞堂常設展 
屏風絵・古美術

夏旅とベリーダンスとフラメンコを描く展 
　松本祐佳

遠藤剛熈（えんどう・ごうき）作品常設展（貸ギャラリー受付中）

四季の花 
金澤孝夫個展

水彩画 
五人展

貸ギャラリー受付中

夏期休廊 第７回清門伸々展 
（洋画） 夏期休廊

川村紗耶佳 展 
（木版画）

夏期休廊

岸
雪
絵
展

（
リ
ト
グ
ラ
フ
）

小鑓 康子 展 
（日本画）

津
守
愛
香
展

（
陶
芸
）

貸ギャラリー受付中 HINA 　　　
textile studio

夏期休廊

ジャパニーズモダン 江戸から現代へ　第18回現代アートうちわ展（日・月休廊）

夏期休廊

夏期休廊 start 高橋果歩
展

貸ギャラリー受付中

常設展

プライベートの展示会 プライベートの展示会

常設展 
（６日休） 夏期休廊 常設展 休廊 常設展

夏期休廊
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 ㊎ 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木

企 ギャラリー白梅園
北区北野上白梅町63　461-0427

貸 企 ギャラリーヒルゲート
中京区寺町三条上ル 231‒3702

1F

2F

奥庭
空間

企 ギャラリー美楽堂
東山区神宮道三条上ル　761-9710

貸 企
ギャラリーマロニエ
河原町四条上ル東側

221‒0117

3F

4F

5F

貸 企 ギャラリー八坂茶閑
東山区八坂通り小松町565　080-1155-0710

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 唯
左京区岡崎神宮道東側　752-0348

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 龍 馬
河原町三条下ル東入　211-7700

企 ギャルリー正観堂
東山区切通新門前上ル　533-4110

企 ギ ャ ル リ ー 宮 脇
中京区寺町二条上ル　231-2321

企 貸 ギャルリー百音（もね）
左京区岡崎神宮道東側　708-2138

貸 企 京 都 ギ ャ ラ リ ー
中京区烏丸通錦上ル東側9F　257-5435

企 京都芸大ギャラリーアクア
中京区御池通堀川東入　253-1509

企 京都芸術センター
中京区室町蛸薬師下ル　213-1000

企 京都市学校歴史博物館
下京区御幸町通仏光寺下ル　344-1305

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 ㊎ 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木

貸 企

企 京都陶磁器会館
東山区東大路五条上ル　541‒1102

1F

2F

貸 企 京都万華鏡ミュージアムアートスペース
中京区姉小路東洞院東入　254-7902

貸 企 堺 町 画 廊
中京区堺町御池下ル　213-3636

貸 里 見 有 清 堂
中京区堺町三条上ル　221-5423

企 蔵 丘 洞 画 廊
中京区御池寺町東入　255-2232

企 大 雅 堂
東大路通祗園上ル　541-7388

企 玉 山 名 史 刀
東山区三条通神宮道西入　708-8210

企 梅 軒 画 廊
中京区烏丸四条上ル　221-3510

企 星 野 画 廊
東山区神宮道三条上ル　771-3670

京都写真美術館
東山区神宮道三条上ル　746-2931

1F
「月」
1F
「雪」

2F
「花」

〔京都画廊連合会ニュースの購読予約受付中〕１年間￥2,000円です。毎月末にお手許に届けられます。申込みは星野画廊（☎771－3670）まで振込用紙をご請求ください。
〘短信〙 京都画廊連合会ニュースの展覧会紹介記事で掲載している作品の画像は、当画廊のホームページ（http://www.kyoto-art.net/）では、  

 すべてカラー図版として掲載しています。どうぞお楽しみください。

発行：京都画廊連合会　京都市中京区高倉三条上ル　京都府京都文化博物館内（☎222－0895）http://www.kyoto-art.net/

→12/24

→9/4

→9/3

→9/18

→9/3

→9/3

→9/23

白崎信子ガラス作品常設展

須藤美保 展 
（独立美術協会会員） 宮﨑靖夫 水彩画展 板遊会 展 

（木版）
河原敦子 展 
（油彩）

たゆたう　佐々木和子 
作品展（日本画）

スカム川螺旋半身浴 
ミシオ個展

勝山正則・春枝 二人展
（木版・フロッタージュ）

洛楽展
（洛南高校美術部OBによる平面・立体）

木村 舜 展（立体造形）（月曜休廊）

日本画常設展 夏期休廊 日本画常設展

夏期休廊

夏期休廊

夏休み

「坂本龍馬と酢屋」常設展

常設展 
（水・日曜休廊）

常設展（10日～21日夏期休廊　臨時休廊あり）

アンティーク／ヴィンテージ　カップ＆ソーサー展 
（マイセン・ヘレンド・ジノリなど逸品を特別価格にてご紹介いたします。） 

（月曜休廊）
夏期休暇

アンティーク／ヴィンテージ 
カップ＆ソーサー展（月曜休廊） 

（マイセン・ヘレンド・ジノリなど逸品を
特別価格にてご紹介いたします。）

貸ギャラリー受付中

SPECIAL　EXHIBITIONS 
still moving final: うつしのまなざし 
学長室壁画引越しプロジェクト

番組小学校と辿る　－新収蔵資料にみる番組小学校研究の最前線－（水曜休館）

清永安雄写真展 夏期休館 清永安雄写真展

水口謙二 + 岡本浩孝
「eye : hack 目を奪う写真世界」 夏期休館 夏樹蛍石　写真展

立命館大学 
写真研究会 
「視点」

京焼作品の常設展示

上村 
慶次郎 
陶展

オブジェ焼を生み出した京焼
－前衛と伝統の共生－

開催期間・開催時間は変更になる可能性があります。 
最新の情報は当館HPにてご確認ください。

知らない
日常

夏期休廊

貸画廊受付中

常設展（木・金休廊）

常設展 夏期休廊 常設展

常設展／美術剣・刀装具・兜・鎧など武具全般

日本画・洋画　常設展 夏期休廊 日本画・洋画　常設展

名作発掘品展 
（日・月休廊） 夏期休廊 創業50周年記念特別展

京都洋画の黎明期


